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蜘
『
知
事
鹸
蕪

あ
り
、
町
内
四
ケ
所
（
役
場
前
広
場
・

山
平
中
学
校
々
庭
・
室
野
小
学
校
々
庭

・
役
場
議
場
）
に
お
い
て
住
民
と
の
対

話
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
対
話
の
内
容
は
道
路
問
題
・
地
す
べ

り
河
川
改
修
問
題
・
農
業
問
題
・
教
育

問
題
・
社
会
福
祉
医
療
問
題
・
へ
き
地

過
疎
対
策
な
ど
で
、
各
会
場
と
も

に
活
発
な
要
望
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。　

ま
た
、
役
場
議
場
会
場
に
お
い

て
は
、
町
長
か
ら
知
事
に
対
し
て

八
項
目
、
そ
の
他
関
係
者
か
ら
の

陳
情
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る

知
事
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
日
の
「
知
事
と
の
対

話
」
の
概
要
は
紙
面
の
都
合
で
登
載

で
き
ま
せ
ん
が
集
録
を
町
総
合
セ

ン
タ
ー
二
階
娯
楽
室
に
お
い
て
あ

り
ま
す
か
ら
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

知事さんと語る

役場議場会場における陳情とその回答

一騰鰍

陳情の要旨 陳情者 回　　　　答　　　　の　　　　要　　　　旨

1　県立松代病院の建築促進及 秋山町長 1　（知事）県立松代病院の建築については51年度末までにおおむね終了し、52年度は残工事

び診療科目について が若干残る程度に進めていきたい。診療科目については後退させる考えはない。

2　簡易水道事業に対する補助 2　（知事）簡易水道関係予算は前年度に比較して30％伸びた背景もあるので、要望に沿うよう

金割当の増額について 努力したい。

3　山間地圃場整備事業の促進 3　（知事）過年施行奨励金の存続については、機会あるごとに適地、適作を強く国に要望してる

について が、米どころの新潟県として今後とも県をあげて努力していきたい。

4　国、県道の改良、補装の促 4　（知事）全県平均に比較して改良、舗装率が低いが、積寒地帯、へき地対策の一環として今後

進と冬季交通確保について とも努力したい。患者輸送用雪上車については要望に沿えるよう努力したい。

5　公共事業の早期発注につい 5　（知事）県事業にっいては早期発注につとめているが、市町村事業についても早く発注できる

て よう努力して参りたい。

650年度産米の事前売渡限度 6　（知事）正式調整は、政府との折衝を通じて不満のないよう最大の努力をしたい。正式な数量

指示は7月初旬に内示したい。

〈補足説日E＞　7月1日を目途に内示できるよう農林部長に伝えておく。
一　・の　Aについて 7　（知事）教育効果上重要だと認識しているが、地域住民の意向を考慮しなが（次頁へつづく）

、い

槽㎜蜘くでノ
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ら援助について十分努力して参りたい。

8　県立松代高校の改築について 8　（知事）できるよう努力して参りたい。

9　限度数量の内示については納得でき

ない。売渡希望数量を即、限度数量と

農協組合長

　秋山真作
9（知事）農林部長に早急に7月1日を目途にやるよう強く指示したい・米価については＋分承知しているので今後とも努力
　　したい。

して内示いただきたい。米価の増額に

ついて中央に反映する様努力してほしい。

103部複式校が4校あるので解消につと 松代区長 10　（知事）県下には4部複式をやっているところもあるが実情はよくわかった。
めたい。 柳　　貞輔

11　出かせぎ者の技術養成を目的として 1　（上越支庁長）地元の要望の詳しい点を支庁におきかせ願いたい。

職業訓練校を設置してほしい。

12豪雪地帯の固定資産税の減免措置を講

　じてほしい。

農委会長

村山宇一・郎

2（知勃税制問題は抵抗が強く時間がかカ・る瓜積寒対策の一環として税制問題槍めて、今後も機会をとらえてやってい
　　きたい6

13　冬場の豪雪対策として冬季保安要員 農委委員 3　（知事）本年度新規に保安要員制度をもうけ、3分の1補助を進めているが今後も十分検討したい。

・策を進めてほしい。 山本慶一

町
議
会
第
二
回
定
例
会
か
ら

　
つ
専
て
。
　
（
峠

　
奴
奈
川
中
学
校

　
及
び
峠
小
学
校

　
の
通
学
道
路
で

　
も
あ
る
町
道
荒

　
田
線
に
つ
い
て
、

　
危
険
防
止
の
た

　
め
路
面
整
備
及

　
び
橋
改
修
に
つ

　
い
て
陳
情
さ
れ

　
た
も
の
。
）

②
田
代
分
校
を
部

　
落
公
民
館
に
払

下
げ
願
い
の
件
。

　
（
5
0
年
3
月
3
1

　
日
で
廃
止
し
た

　
田
代
分
校
の
建

物
に
つ
い
て
、

部
落
公
民
館
に

払
下
げ
願
い
た

　
い
旨
、
田
代
部

落
代
表
か
ら
陳

　
町
議
会
第
二
回
定
例
会
は
六
月
二
〇

日
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
討

議
．
議
決
さ
れ
た
事
件
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

Ω
陳
情

①
荒
田
橋
の
改
修
並
び
に
路
面
整
備
に

　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
区
の
代
表
か
ら
、
辱

（2）

　
に
付
し
、
6
月
2
日
町
長
専
決
に
よ

　
り
、
契
約
額
一
千
一
〇
〇
万
円
で
、

　
大
和
電
建
㈱
本
山
盛
高
と
契
約
し
た

　
も
の
。
）

幽
議
事

　
第
一
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
の
減
少
お

　
今
回
の
改
正
は
特
例
事
項
の
改
正
が
主

で
直
接
住
民
に
関
係
す
る
も
の
は
、
い
く

、
づ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
改
正
の
大
要
は
住
民
税
の
法
人
税
割
に

つ
い
て
近
年
法
人
の
事
業
不
振
に
依
る
救

済
措
置
と
し
て
の
申
告
等
の
延
期
、
延
納

の
規
定
が
緩
和
さ
れ
た
。

　
退
職
所
得
、
山
林
所
得
の
分
離
課
税
の

特
典
が
五
年
間
延
期
さ
れ
五
十
六
年
ま
で

と
さ
れ
た
。

　
配
当
控
除
の
適
用
期
限
も
五
年
間
延
長

さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
譲
渡
所
得
の

　
　
　
　
　
　
　
間
延
長
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
。
軽
自

　
　
　
　
　
　
　
税
の
一
部
改
正
。

　
　
　
　
　
　
　
期
日
以
後
の
異

　
　
　
　
　
　
　
課
税
を
行
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
輪
車
（
一
二
五

　
　
　
　
　
　
　
C
C
以
下
）
三

情
さ
れ
た
も
の
）
割
課
税
を
廃
止

以
上
、
①
に
つ
　
　
国
保
税
の
減

い
て
は
、
橋
の
　
　
国
保
税
を
賦

松代町税条例の改正

特
別
控
除
を
五
年

五
十
六
年
ま
で
と

動
車
税
の
月
割
課

軽
自
動
車
の
賦
課

動
に
つ
い
て
月
割

い
た
も
の
の
内
二

C
C
以
上
二
五
〇

輪
車
に
つ
い
て
月

し
た
。

額
の
改
正

課
さ
れ
た
も
の
の

欄
干
の
み
改
修
。
内
低
所
得
者
の
国
保
税
を
軽
減
す
る
救
済

②
に
つ
い
て
は
　
措
置
が
あ
る
が
そ
の
救
済
を
受
け
る
所
得

陳
情
ど
お
り
住
　
の
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
民
の
憩
の
場
・

　
社
会
体
育
・
公

　
民
館
活
動
と
し

　
て
使
用
し
、
他

　
に
転
用
し
な
い

　
こ
と
等
、
条
件

　
づ
き
で
採
択
。

匝
報
告

①
普
通
林
道
下
山

　
基
礎
控
除
以
下
の
所
得
者
（
現
行
十
八

万
円
）
の
四
割
減
額
を
受
け
る
も
の
が
所

得
十
九
万
円
ま
で
で
、
そ
の
限
度
が
一
万

円
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
同
じ
よ
う
に
六
割
の
減
額
を
受
け
る
も

の
の
所
得
が
基
礎
控
除
の
外
に
被
保
険
者

一
人
当
り
十
三
万
円
（
現
行
十
一
万
円
）

で
二
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
海
老
線
開
設
工
事
の
契
約
に
つ
い
て
。

　
（
5
月
1
2
日
指
名
競
争
入
札
に
付
し

　
5
月
15
日
町
長
専
決
に
よ
り
、
契
約

　
額
一
千
四
〇
〇
万
円
で
、
司
工
務
店

　
小
堺
清
司
と
契
約
し
た
も
の
。
）

②
農
道
蓬
平
線
開
設
工
事
の
契
約
に
つ

　
い
て
。
　
（
5
月
2
9
日
指
名
競
争
入
札

　
よ
び
規
約
の

　
変
更
に
つ
い

　
て
。
　
（
説
明

　
省
略
）

第
二
号
　
新
潟

　
県
町
村
職
員

　
退
職
手
当
組

　
合
を
組
織
す

　
る
地
方
公
共

　
団
体
の
数
の

　
減
少
及
び
規

　
約
の
変
更
に

　
つ
い
て
（
説

　
明
省
略
）

第
三
号
　
松
代

　
町
災
害
弔
慰

　
金
の
支
給
及
，

　
び
災
害
援
護

　
資
金
の
貸
与

　
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に

　
つ
い
て
（
弔

　
慰
金
を
支
給

　
す
る
遺
族
認

　
定
の
順
位
、

　
災
害
援
護
資

　
金
貸
付
の
限

　
度
額
な
ど
が

　
改
正
さ
れ
た

　
も
の
。
）

第
四
号
松
代

　
町
特
別
職
の

　
職
員
で
非
常

　
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
（
地
す
べ
り
巡
視
員
に
つ
い
て
、

　
金
額
を
県
知
事
が
定
め
る
額
と
し

　
て
規
定
し
た
も
の
。
）

第
五
号
　
松
代
町
国
民
健
康
保
険
事



ゆ

，

　
業
運
営
基
金
の
設
置
管
理
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
基
金
に

　
属
す
る
財
産
・
現
金
三
〇
万
円
を

　
七
〇
万
円
に
改
め
た
も
の
。
）

第
六
号
　
松
代
町
水
道
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　
て
、
　
（
給
水
装
置
の
新
設
・
改
造

　
及
び
撤
去
の
設
計
及
び
工
事
は
、

　
町
長
ま
た
は
、
町
長
が
指
定
す
る

　
指
定
工
事
人
が
行
な
う
も
の
と
し
、

　
指
定
工
事
人
に
つ
い
て
の
規
定
を

　
定
め
た
も
の
。
）

第
七
号
　
松
代
町
税
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

第
八
号
　
松
代
町
国
民
健
康
保
険
税

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
松
代
町
税
条

　
例
の
改
正
の
と
お
り
）

第
九
号
　
圃
場
整
備
工
事
契
約
に
つ

　
い
て
。
　
（
6
月
1
7
日
指
名
競
争
入

　
札
に
付
し
た
。
池
尻
圃
場
整
備
事

　
業
に
つ
い
て
、
一
干
五
〇
万
円
で

　
高
沢
組
㈱
高
沢
昭
平
と
契
約
す
る

　
こ
と
の
議
決
を
求
め
た
も
の
。
）

第
十
号
　
　
〃
（
蒲
生
嗣
場
整
備
工

　
事
で
、
契
約
金
額
・
契
約
者
等
第

　
九
号
と
同
じ
。
）

第
十
一
号
　
…
…
…
議
会
の
議
決
を

　
要
し
な
い
も
の
で
撤
回

第
十
二
号
　
教
育
委
員
の
任
命
に
つ

　
い
て
。
　
（
松
代
町
小
池
小
堺
哲
夫

　
氏
を
教
育
委
員
に
任
命
す
る
こ
と

　
の
同
意
を
得
た
も
の
。
欠
員
補
充

　
の
任
命
で
任
期
は
5
2
・
9
・
30
ま

　
で
。
）

第
十
三
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
第

　
二
号
。
　
（
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五

　
千
一
五
万
九
千
円
を
追
加
し
、
総

　
額
二
億
三
千
八
六
七
万
九
千
円

　
と
す
る
も
の
。

　
主
な
内
容

「
歳
入
」

　
県
支
出
金
　
一
、
二
七
一
万
八
千
円

財
産
収
入

繰
越
金

町
　
債

「
歳
出
」

基
金
積
立

八
六
六
万
円

四
一
三
万
円

三
五
〇
万
円

五
六
三
万
円

地
す
べ
り
関
連
圃
場
整
備

　
　
　
　
　
　
五
四
五
万
八
千
円

道
路
新
設
改
良
六
一
三
万
三
千
円

町
単
土
木
施
設
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
五
四
八
万
ニ
モ
円

　
胆
聴
．
K
用
施
設
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
一
、
九
一
二
万
六
千
円

第
十
四
号
　
特
別
会
計
農
業
共
済
質

　
業
補
正
予
算
（
第
一
具
、
）
　
（
歳
入

　
歳
出
そ
れ
ン
、
れ
一
七
万
七
千
円
を

　
補
正
し
、
総
額
四
千
一
六
七
万
一

　
千
円
と
す
る
も
の
。
）

第
十
五
号
　
昭
和
4
9
年
度
特
別
会
計

　
農
業
共
済
雰
業
決
算
認
定
に
つ
い

　
て
。
　
（
別
友
、
決
算
報
告
の
と
お

　
り
。
）

第
十
六
昌
、
　
昭
和
5
0
年
度
松
代
町
特

　
別
会
計
農
業
共
済
葺
裳
無
要
戻
金

　
に
つ
い
て
。
　
（
水
稲
共
済
無
蒋
戻

　
金
九
六
万
八
千
九
八
○
円
・
蚕
繭

　
共
済
無
蓼
戻
金
一
万
六
千
二
一
三

　
円
に
つ
い
て
議
決
し
た
も
の
。
）

蝕

単位・千円昭和49年度提業共済事業決算

収
支
別

　　　　　　区分

｝算決算別

農作物

、勤　定

蚕　繭

勘　定

家　畜

勘　定

甥　　礁
ン雫く　　、“

勘　定
総合

収
　
　
　
入

予　　算　　額 14，432 653 3，508 19，393 37，986

決　　算　　額 12，610 235 2，250 18，738 33，833

予算に対する決算額

の増減（△印減） △1，822 △418 △L258 △655 △4，153

出

烈　予　　算　　額 14，432 653 3，508 ！9，393 37，986

決　　算　　額 12，610 213 2，163 18，738 33，724

予算に対する決算額

の増減（△印滅） ∠〉』し，　822　　餌40 △1，345 △655 △4，262

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
は
じ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
期
間
7
月
烈
目
か
ら
8
月
2
0
目
ま
で

○
居
眠
り
は
疲
労
か
ら

梅
雨
明
け
と
と
も
に
、
や
け
つ
く
よ
う

な
強
い
日
ざ
し
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
時
期
は
日
中
の
う
だ
る
よ

う
な
暑
さ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
も
激

し
く
な
り
、
更
に
は
夜
の
寝
苫
し
さ
な

ど
か
ら
す
い
眠
不
足
で
車
の
運
転
が
苦

痛
と
な
る
季
節
で
す
。

当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
交
通
餐
故
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
の
多
く
は

疲
労
か
ら
く
る
。

◎
居
眠
り
運
転

◎
ボ
ン
ヤ
リ
運
転
が
原
因
と
な
っ
て
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
を

し
っ
か
り
守
り
交
通
葺
故
の
防
止
に
つ

と
め
て
下
さ
い
。

◎
運
転
の
計
画
に
無
理
が
な
い
か
確
か

め
よ
う
。

運
転
と
関
係
の
あ
る
疲
れ
の
原
因
に
は

・
長
時
間
の
運
転
　
・
不
節
制
な
生
活

態
度
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疲

れ
を
た
め
る
と
、

・
注
意
力
　
・
判
断
力
　
・
運
動
能
力

が
衰
え
、
次
の
よ
う
な
状
態
が
起
こ
っ

て
き
ま
す
。

◎
居
眠
り
運
転
を
し
や
す
く
な
る
。

◎
信
号
や
障
害
物
を
見
落
し
た
り
、
発

見
が
遅
れ
る
。

◎
ブ
レ
ー
キ
の
ふ
み
遅
れ
に
よ
り
追
突

を
起
し
や
す
く
な
る
。

　
休
暇
を
利
用
し
て
の
海
水
浴
や
観
光

・
帰
省
墓
参
な
ど
、
車
を
運
転
す
る
機

会
も
多
く
な
る
こ
と
で
す
が
、
安
全
性

を
第
一
と
し
て
無
理
の
な
い
運
転
を
し

て
下
さ
い
。

・
居
眠
り
運
転
で
交
通
事
故
を
起
こ
し

た
運
転
者
か
ら

◎
駐
車
場
へ
入
っ
て
休
も
う
と
思
っ
て

い
た
の
に

◎
休
む
の
に
適
当
な
場
所
を
探
し
て
い

た
の
に

◎
も
う
少
し
で
目
的
地
へ
つ
く
か
ら
－
．
⊆
思
っ

て
い
た
の
に
、
と
い
う
よ
う
な
後
悔
の
言
葉

が
聞
か
れ
ま
す
。
事
故
を
起
し
て
か
ら
で
は

も
う
間
に
あ
い
ま
せ
ん
。
精
神
的
・
経
済
的

に
非
常
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
安
全
運
転
で
い
つ
ま
で
も
楽
し
い

幸
福
な
家
庭
で
あ
る
様
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
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保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
②

韻
羅
鰍
に
進
ん
で
参
加
し
ま
し
ょ
茅

　
本
格
的
な
夏
も
近
ず
い
て
来
ま
し
た
。

妊
婦
さ
ん
赤
ち
や
ん
お
元
気
で
し
よ
う

か
。

　
松
代
町
で
は
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る

た
め
に
母
親
学
級
と
育
児
学
級
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
五
月
十
九
日

（
第
一
回
目
）
と
　
七
月
七
日
（
第
二

回
目
）
に
開
催
し
ま
し
た
が
、
忙
し
い

時
期
だ
っ
た
の
で
し
よ
う
か
余
り
出
席

が
良
く
な
く
約
半
数
位
の
出
席
し
か
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

積
極
的
な
参
加
を

　
こ
の
あ
と
母
親
学
級
は
九
月
十
一
日

に
育
児
学
級
は
七
月
三
十
日
と
九
月
十

一
日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
進
ん

で
参
加
し
て
下
さ
い
。

　
学
級
の
意
義
、
学
習
内
容
と
今
回
開

催
の
出
席
状
況
（
別
表
）
等
を
次
に
書

い
て
お
き
ま
す
。

　
母
親
学
級
と
は

　
妊
娠
中
を
健
康
に
す
ご
し
、
健
康
な

赤
ち
や
ん
を
出
産
す
る
た
め
に
妊
娠
中

に
ど
ん
な
注
意
を
し
た
ら
よ
い
か
、
自

分
の
体
は
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
を

学
習
し
て
い
き
ま
す
。

　
母
親
学
級
は
前
期
（
妊
娠
六
ケ
月
ま

で
を
対
象
）
と
後
期
（
妊
娠
六
ケ
月
か

ら
八
ケ
月
を
対
象
）
が
あ
り
、
一
人
の

人
が
二
回
受
講
す
る
と
終
了
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
育
児
学
級
と
は

　
主
に
な
っ
て
育
児
を
担
当
し
て
い
る

方
に
来
て
い
た
だ
き
、
健
康
に
乳
児
期

を
す
ご
さ
せ
る
た
め
に
育
児
は
ど
う
し

て
い
っ
た
ら
よ
い
か
を
学
習
し
て
い
き

ま
す
。

　
育
児
学
級
は
前
期
（
生
後
二
、
三
、

四
ケ
月
）
中
期
（
生
後
五
、
六
、
七
ケ

月
）
後
期
（
生
後
八
～
十
ニ
ケ
月
）
が

あ
り
、
一
人
の
人
が
三
回
受
講
す
る
と

終
了
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

母
親
学
級
で
は
こ
ん
な
こ
と
を

学
習
し
ま
す

・
妊
娠
中
の
栄
養

　
・
新
生
児
の
と
り
あ
つ
か
い

　
・
母
乳
栄
養
に
つ
い
て

　
・
産
後
の
家
族
計
画

　
そ
の
他
沐
浴
の
実
習
、
妊
産
婦
体
操

　
の
実
習
を
行
な
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
育
児
学
級
で
は
こ
ん
な
こ
と
を

　
学
習
し
ま
す

　
・
赤
ち
や
ん
の
体
を
知
ろ
う

　
・
発
育
の
し
か
た

　
・
精
神
と
運
動
の
発
育

　
・
予
防
接
種
に
つ
い
て

　
・
離
乳
食

　
・
病
気

　
・
応
急
手
当

　
そ
の
他
栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食
の
つ

く
り
方
の
実
習
な
ど
も
行
な
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
継
続
し
て

　
　
出
席
し
ま
し
よ
う

　
学
級
に
一
回
目
に
参
加
さ
れ
た
方
は

二
回
目
、
三
回
目
と
続
い
て
出
席
さ
れ

ま
す
が
、
一
回
目
に
欠
席
の
方
は
、
次

回
も
欠
席
さ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

続
け
て
出
席
さ
れ
ま
す
と
、
妊
娠
、
出

産
、
育
児
の
経
過
を
学
ぷ
こ
と
が
で
き

母
親
と
し
て
の
自
覚
を
さ
ら
に
強
め
、

安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、
育
児
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

母親学級出席状況別表1
回数 第1回目 第2回目

種別 対象者 出席者 割　合 対象者 出席者 割　合

前期 13人 8人 61．5％ 8人 5人 62．5％

後期 20 8 40．0 6 4 66．7

計 33 16 48．4 14 9 643

　
母
親
学

級
、
二
、

三
ケ
月
検

診
、
育
児

学
級
、
二

才
児
検
診
、

三
才
児
検

診
に
進
ん

で
参
加
し

健
康
な
子

ど
も
を
育

て
ま
し
よ

・
つ
。

母
親
学
級
n
九
月
十
一
日

　
育
児
学
級
H
七
月
三
十
日

◎
今
後
の
　
　
九
月
十
一
日

　
　
　
予
定

第1回育児学級出席状況別表2

種別 対象者 出席者 割合

前期 30人 16人 53％

中期 17 7 41

後期 28 7 25

計 75 30 40

お
知
ら
せ

脱
臼
検
診
結
果

　
六
月
五
日
に
実
施
し
ま
し
た
、
脱
臼

検
診
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
異
状

が
認
め
ら
れ
た
方
に
は
通
知
を
し
て
、

既
に
精
密
検
査
も
済
ん
で
い
ま
す
が
、

異
状
の
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
は
通

知
を
出
し
ま
せ
ん
の
で
、
通
知
の
な
い

方
は
異
状
が
な
か
っ
た
も
の
と
ご
了
承

下
さ
い
。

松
代
町
簡
易
水
道
給
水
工
事

工
事
店
を
指
定

　
松
代
町
水
道
事
業
給
水
工
事
指
定
工

事
人
規
則
第
二
条
に
よ
る
指
定
工
事
人

に
次
の
方
々
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
簡
易
水
道
の
給
水
に
関
す
る

新
設
、
増
設
、
修
理
等
は
次
の
方
々
が

工
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
直

接
次
の
方
々
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
今
後
は
町
の
簡
易
水
道
の
給

水
に
関
す
る
工
事
は
、
指
定
人
以
外
は

出
来
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

米南関米植
持雲　持木

一
義
“
松
代

正
輝
”
室
野

鋼
一
昌
室
野

文
吉
n
室
野

義
一
目
室
野

藤
巻
喜
八
郎
h
松
代

関
谷
金
次
郎
”
松
代

小
堺
　
　
悟
“
蒲
生

小
野
島
勝
海
”
松
代

植
木
鉄
工
所

三
六
商
店

関
商
店

室
野
建
設

ぎ
ぜ
ん

藤
屋
金
物
店

前
田
屋
金
物
店

増
村
屋
商
店

小
野
島
電
気
店

（
4
頁
下
段
へ
つ
づ
く
）



新潟県医師会の協力を得て

　　循環器検診を実施
　　　　　　　40才～64才の町民全員（出稼者を除く）

　
松
代
町
の
死
亡

者
百
人
の
中
六
三

人
ま
で
が
循
環
器

系
統
の
病
気
で
死

亡
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
「
町
民

総
検
診
の
年
」
を

キ
ャ
ツ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
循
環
器
検
診

を
実
施
い
た
し
ま

し
た
結
果
約
半
数
，

の
人
に
何
等
か
の

異
状
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

し
か
も
そ
れ
が
四

十
才
か
ら
六
十
四

才
ま
で
の
働
き
盛

り
の
方
々
で
す
か

ら
大
変
で
す
。
あ

な
た
の
家
族
も
半

数
の
人
が
何
等
か

の
異
状
を
持
っ
て

い
る
と
み
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

早
く
検
診
を
受
け

て
確
か
め
て
下
さ

い
。

今
年
も
次
に
よ
り

循
環
器
検
診
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

該
当
者
に
は
、
は

が
き
で
個
人
通
知

を
差
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓
口
か
ら

か
ら
必
ず
全
員
受
け
て
下
さ
い
。

◎
目
　
的

　
松
代
町
で
は
、
死
亡
順
位
第
一
位
を

し
め
る
脳
卒
中
を
予
防
す
る
た
め
、
新

潟
県
医
師
会
、
新
潟
県
、
大
島
保
健
所

の
指
導
と
援
助
協
力
を
得
て
、
循
環
器

検
診
を
実
施
し
、
中
高
年
令
層
の
脳
卒

中
の
発
病
と
死
亡
の
減
少
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

◎
循
環
器
と
は

　
血
液
を
循
環
さ
せ
て
、
摂
取
し
た
栄

養
物
、
酸
素
な
ど
を
体
の
各
部
に
運
び

且
つ
、
老
廃
物
を
体
内
各
部
か
ら
集
め

て
、
排
泄
す
る
た
め
運
搬
す
る
器
管
。

人
間
で
は
、
心
臓
、
血
管
、
淋
巴
管
な

ど
を
い
い
ま
す
。
な
お
こ
の
循
環
器
系

統
の
中
で
も
血
管
の
内
側
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
付
着
し
て
血
液
の
通
る
穴
が

狭
ま
く
な
っ
た
り
、
血
管
が
硬
化
し
て

も
ろ
く
な
っ
た
り
し
ま
す
と
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
高
血
圧
関
係
の

色
々
の
病
気
を
ひ
き
お
こ
し
ま
す
。

◎
実
施
期
日
場
所

七
月
二
四
日
、
二
五
日
、

　
　
二
八
日

　
　
受
付
時
間
は

六
月
受
付
分
（
受
付
順
）

淳
つ
え
敷
園

お
め
で
と
う
鳳
㎜

二
六
日
、

　
　
　
午
前
は
九
時
～
十
一
時

　
　
　
午
後
は
一
時
～
　
三
時

　
　
　
二
八
日
は
午
前
中
で
す
。

場
所
は
四
日
間
と
も
松
代
町
総
合
セ
ン

ロ
　
　
　
　
父
東
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
男
松
代
東
食
堂

高
橋
道
久
・
高
橋
恵
美
子

小
林
　
進
・
山
岸
喜
美
江

松
山
金
一
・
久
保
田
恒
子

市
川
伊
之
助
・
加
藤
康
子

山
本
嘉
昭
・
若
月
　
た
ま

莇
平
政
い
ん

蒲
生
善
四
郎

松
代
住
宅
（
公
）

松
代
　
茶
屋

犬
伏
新
町

離馨　
　
　
　
父
　
　
茂

室
岡
健
　
　
　
長
男
仙
納
新
宅

　
　
　
　
母
一
　
江

　
　
　
　
父
新
　
平

若
月
ま
さ
え
　
　
　
　
　
二
女
海
老
登
屋
敷

　
　
　
　
母
三
千
代

拶
　
英
　
一

　
　
　
　
母
三
千
代

　
　
　
　
父
昭
　
次

中
村
　
　
学

　
　
　
　
母
啓
　
子

　
　
　
　
父
和
　
久

高
橋
・
正
美

　
　
　
　
母
あ
い
子

　
　
　
　
父
健
　
司

小
堺
　
龍
太

　
　
　
　
母
ア
　
キ

　
　
　
　
父
　
　
博

柳
　
　
琢
也

　
　
　
　
母
静
　
子

　
　
　
　
父
久
　
男

植
木
理
絵
母
た
け
子

小
野
塚
庸
子
父
修
　
　
一

　
　
　
　
母
久
　
江

日
　
　
　
　
父
敏
　
一

桓
　
譲
母
す
み
る

市
川
軍
平
　
六
三
才

石
沢
シ
マ
　
七
三
才

二
男
松
代
健
栄
屋

長
男
莇
平
家
ノ
山

、

長
男
蓬
平
吉
左
工
門

タ
ー
で
す
。

遠
方
の
方
は
車
で
送
迎
し
ま
す
。

配
車
時
間
等
は
、
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◎
対
象
者

　
六
十
才
か
ら
六
十
四
才
ま
で
の
男

　
女
全
員
。

　
但
し
、
出
稼
者
は
出
稼
検
診
を
実

　
施
し
ま
し
た
の
で
除
き
ま
す
。

　
六
五
才
以
上
の
方
は
後
日
老
人
健

　
康
診
査
を
実
施
す
る
の
で
対
象
か

　
ら
は
ず
し
ま
し
た
。

◎
検
査
項
目

一
次
検
診
け
問
診
、
検
尿
、
血
圧
測
定

　
右
の
一
次
検
診
の
結
果
、
必
要
が
あ

　
る
と
医
師
が
認
め
た
者
に
つ
い
て
は

　
そ
の
会
場
で
引
続
き
直
ち
に
二
次
検

　
診
を
実
施
し
ま
す
。

二
次
検
診
一
身
体
計
測
、
血
清
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
心
電
図
．

　
眼
底
検
査
。

　
◎
検
診
結
果

一
次
検
診
だ
け
で
済
ん
だ
方
は
、
異
状

が
認
め
ら
れ
な
い
方
な
の
で
改
め
て
通

知
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
益
々
健
康
に
留

意
し
て
お
働
き
下
さ
い
。

二
次
検
診
に
ま
わ
ら
れ
た
方
に
つ
い
て

は
後
日
文
書
で
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
し
、
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
事

後
指
導
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

秋
山
米
吉
　
五
八
才
　
清
水
　
権
兵
工

小
山
ハ
ル
　
六
四
才
　
小
貫
　
木
雁
野

高
橋
和
儀
　
四
三
才
　
田
沢
　
下
屋
敷

佐
藤
兼
太
郎
　
八
三
才
　
室
野
　
松
浦
屋

中
条
秀
吉
　
七
三
才
　
竹
所
　
ほ
し
ば

村
山
多
三
郎
　
六
三
才
　
室
野
　
上
の
山

長
男
千
年
山
都
屋

長
女
松
代
久
多
屋

女
菅
刈

住
宅

（教）

長
女
奈
良
立
上
の
山

池
之
畑
　
新
屋

海
老
　
友
工
門

　　人ロのうこき
　　（7月1日現在）

世帯数　2．092（前月比一　9）

人口　男4104（　・　一一11）

　　女4．149（　4　－2）

　　計8．253（　〃　一一13）

8
3
3
4
1

亡
出
計

死
転
減

10

18

28

生
入
計

出
転
増

（5）



昌
刷
脚
翻

　
七
月
三
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
婦
人

会
員
を
対
象
に
県
消
費
者
協
会
新
井
支

部
長
大
村
美
恵
先
生
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
、
消
費
生
活
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
消
費
者
の
四
つ
の
権
利

一
、

二
、

三
、

四
、　

を
主
題
に
、

し
か
た
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　
買
物
を
す
る
と
き
に
は
、
商
品
に
つ

い
て
い
る
マ
ー
ク
・
ラ
ベ
ル
・
表
示
の

読
み
と
り
方
を
よ
く
知
っ
て
お
く
こ
と

で
す
。
衣
料
品
に
は
、
洗
た
く
の
方
法
、

ア
イ
ロ
ン
の
温
度
、
洗
剤
の
種
別
な
ど

が
絵
で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
を
求
め
る
権
利

知
ら
さ
れ
る
権
利

選
択
を
す
る
権
利

意
見
が
反
映
さ
れ
る
権
利

　
　
　
　
毎
日
の
上
手
な
買
物
の

平
低

クワヨ

t例1

　，たいノ∫　　　　　しぽり方　　　　　　ドし方　　　　アイロンの掛け方

⊃イ髪温は30℃で　C桑で紋る場合　○日陰で平にし　○アイロンはあ

扮水，穂先剤は　　　は弱く　　　　　てモニす　　　　て布をして低

　中1生洗剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い温度でかけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るっ

ま
た
、
食
料
品
で
は
、
製
造
年
月
日
に

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
冷
凍
食
品

な
ど
は
、
霜
の
あ
ま
り
つ
い
て
い
な
い

ガ
ツ
チ
リ
凍
っ
て
い
る
包
装
の
破
れ
て

い
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
よ
う
。

か
ん
詰
に
は
缶
の
底
に
次
の
よ
う
な
表

示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

●缶マークの読み方
原料の種類

調理方法

形・大きさ

工場名

楽月の表示

1月～9月→1～9
旧月　　　一→O

Il月　　　→Y
臣月　　　→Z

品名…みMO　Y　M

日

一ABCD工場名一一

糟翻月〉一一＼ア53

月の号
字

年
数

暦
末

西

製
造
年
月
日
と
J
A
S
マ
ー
ク
が
つ
い

て
い
る
か
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
松
代
町
に
は
、
皆
さ
ん
が
買
っ
た
商

品
へ
の
苫
情
を
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
取
次
い
で
く
れ
る
方
が
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苦
情
に
は
泣
き
寝
い
り
し
な
い
で
、
消

ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

費
生
活
改
善
推
進
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。　

松
代
町
松
代
（
幸
さ
）
関
谷
静
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
一
二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
頁
下
段
よ
り
）

松
代
町
簡
易
水
道
給
水
工
事

　
主
任
技
術
者

　
　
　
　
試
験
合
格
者

　
去
る
六
月
二
十
七
日
に
役
場
で
実
施
し
た

松
代
町
水
道
事
業
給
水
工
事
指
定
工
事
人
規

則
第
七
条
に
よ
る
主
任
技
術
者
試
験
に
次
の

方
々
が
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

秋
山
慶
一
・
米
持
正
輝
・
米
持
昇
六
・
小
堺

貞
男
・
小
山
敏
男
・
関
　
鋼
一
・
寺
崎
松
太

郎
・
山
倉
　
保
・
米
持
英
雄
・
柳
卯
一
郎
・

関
谷
司
郎
・
米
持
美
夫
・
藤
巻
幹
雄
・
仲
村

岩
雄
・
関
谷
正
義
・
樋
口
達
三
・
関
谷
政
一

若
山
幸
市
・
武
田
本
一
・
植
木
一
義
・
小
堺

悟
・
柳
嘉
市
郎
・
小
野
島
勝
海
　
　
以
　
上

嵐
．
、
　
　
　
，

帆
＼
、
気

ヤ
、

　
↑
、

支
7
芸
「

しぶみ句会

　他石先生選
4月17日

　於・克雪センター

残
雪
の
村
の
選
挙
の
始
ま
り
し

雪
解
川
村
を
豊
か
に
二
流
れ

初
蝶
の
荒
川
越
ゆ
る
ま
で
待
て
り

売
ら
れ
行
く
子
豚
に
春
の
雪
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

謁
ふ
か
し
雪
消
え
急
ぐ
渋
海
川

吾
妻
は
や
亡
母
の
齢
よ
木
芽
和
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
じ

出
稼
ぎ
の
帰
り
明
る
き
村
と
な
り

片
栗
の
花
咲
く
こ
こ
は
国
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

春
の
陽
に
冬
を
越
し
た
る
鉢
並
べ

雪
に
降
る
雨
の
夜
道
の
暗
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

お
だ
や
か
な
陽
に
恵
ま
れ
て
種
洗
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

蟻
穴
を
出
て
永
平
寺
参
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

演
海
川
雪
解
水
て
に
ご
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

満
開
の
桜
の
温
泉
に
宿
を
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

春
水
の
落
つ
る
辺
り
に
陽
の
ぼ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

交
通
安
全
県
宣
言
1
3
周
年
記
念

　
　
　
　
県
民
大
会
に
お
け
る
知
事
表
彰

　
七
月
十
日
は
新
潟
県
が
交
通
安
全
県
を
宣

∴
．
．
口
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
全
県
民
が
交
通
ル

ー
ル
を
旺
し
く
実
践
す
る
こ
と
を
、
お
互
が

確
認
し
あ
い
輪
禍
の
犠
牲
と
な
つ
た
人
々
の

冥
福
を
祈
り
、
人
命
の
尊
さ
を
知
る
と
と
も

に
、
交
通
嚢
故
の
な
い
明
る
い
新
潟
県
を
築

く
た
め
、
新
潟
市
公
会
鷺
に
お
い
て
、
交
通

安
全
県
宣
、
。
．
口
記
念
県
民
大
会
が
知
奪
二
㌻
迎
え

用
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
会
場
で
、
松
代
町
か

ら
．
優
良
運
転
κ
と
し
て
、
松
代
の
関
谷
昭
載

（
屋
号
ご
う
ぐ
ら
）
さ
ん
が
選
ば
れ
、
当
日

の
友
会
に
出
席
し
て
知
募
表
彰
を
う
け
す
、
す
。

ま
た
、
安
全
運
転
の
一
つ
と
し
て
各
学
校
よ

り
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
・
写
真
の
入

選
者
の
発
表
が
な
さ
れ
、
松
代
町
で
は
次
の

人
た
ち
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

◎
ポ
ス
タ
ー
小
学
校
高
学
年
の
部

　
佳
　
作

　
蒲
生
小
学
校
（
六
年
）
小
堺
み
よ
し

◎
写
汽
、
の
部

　
佳
　
作

　
松
代
小
学
校
（
主
募
）
佐
藤
幸
治



　
（
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
　
　
　
　
　
目
を
離
さ
な
い
。

た
が
、
本
県
は
、
海
や
川
な
ど
の
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
、
農
業
用
水
路
が
多
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
昨
年
は
こ
の
時
期
に

七
十
一
名
（
全
国
第
三
位
）
が
水
に
命

を
奪
わ
れ
て
い
る
実
情
で
す
。

　
こ
の
う
ち
と
く
に
幼
児
、
児
童
の
水

死
事
故
が
多
く
、
安
塚
署
管
内
で
も
昨

年
は
二
名
の
尊
い
命
が
水
の
た
め
失
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
よ
う
な
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
真
剣
に
考
え
て
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

◎
危
な
い
遊
び
に
は
一
声
注
意

　
　
子
供
は
、
幼
児
期
の
水
遊
び
か
ら

　
成
長
す
る
に
つ
れ
て
魚
っ
り
、
水
泳

な
ど
水
に
親
し
み
、
水
を
楽
し
み
ま
す
。

「
水
は
楽
し
い
も
の
、
し
か
し
こ
わ
い

も
の
」
と
い
う
こ
と
ば
の
よ
う
に
、
水

遊
び
に
は
危
険
な
一
面
も
あ
っ
て
、
毎

年
子
供
の
水
の
事
故
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
保
護
者
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
下
さ
い
。

　
。
幼
児
へ
の
注
意

　
　
※
家
の
周
囲
の
池
、
堀
、
防
火
用
水

　
　
　
な
ど
に
は
サ
ク
や
覆
い
を
し
て

　
　
　
お
く
。

　
・
児
童
、
生
徒
へ
の
注
意

　
　
※
魚
つ
り
や
水
泳
に
は
安
全
な
場

　
　
　
所
を
選
ば
せ
る
。

　
　
※
自
分
の
泳
力
は
ひ
か
え
目
に
考

　
　
　
え
、
注
意
し
て
無
理
な
遠
泳
や

　
　
　
渡
河
を
さ
せ
な
い
。

◎
監
視
体
制
に
手
ぬ
か
り
は
な
い
か
。

　
　
プ
ー
ル
等
の
遊
泳
場
所
に
つ
い
て

　
は
、
集
団
の
引
卒
者
、
同
伴
者
、
保

　
護
者
に
よ
る
自
主
的
な
監
視
が
十
分

　
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
、
い
ま
一
度

　
検
討
し
て
み
る
。

◎
有
事
の
際
の
連
絡
方
法
は
十
分
か
。

　
　
溺
者
の
発
見
等
、
有
事
の
際
の
救

　
助
方
法
な
ら
び
に
連
絡
方
法
等
に
つ

　
い
て
関
係
者
と
十
分
な
る
打
合
せ
を

　
し
て
お
く
。

安
塚
警
察
署

感電や転落が危険です

虫取りで電柱のほりをしないように

　
夏
を
迎
え
う
特
に
学

校
が
夏
休
み
に
な
る
と
、

カ
ブ
ト
虫
な
ど
子
ど
も

た
ち
の
虫
と
り
が
盛
ん

に
な
り
ま
す
。

　
虫
と
り
の
た
め
電
柱

に
の
ぼ
る
の
は
感
電
や

転
落
す
る
こ
と
が
あ
り

非
常
に
危
険
で
す
。
電

柱
に
の
ぼ
ら
せ
な
い
よ

う
ご
家
庭
で
の
指
導
を

お
頼
み
い
た
し
ま
す
。

（
東
北
電
力

　
　
　
株
式
会
社
）

　●●お

東北電力十目町営業所

　　　　蒲生出張所が廃止されます

　
東
北
電
力
で
は
地
域

サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
、
各
出
張
所
の
整
備
、

近
代
化
を
進
め
て
お
り
、

当
町
で
は
7
月
3
1
日
限

り
で
蒲
生
の
出
張
所
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
蒲
生
出
張
所
の
廃
止

に
と
も
な
い
、
松
代
出

張
所
の
体
制
機
能
の
強

化
充
実
の
た
め
、
現
在

新
庁
舎
の
改
築
が
す
す

め
ら
れ
て
お
り
、
10
月

末
完
成
の
予
定
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
間
の
仮

事
務
所
は
大
和
電
建
松

代
営
業
所
内
に
お
か
れ

て
い
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（

総
務
課
）

七
月
一
目
か
ら
発
売
し
て
い

ま
す
　
暑
中
見
舞
用
は
が
き

郵
便
局
は
暑
中
見
舞
用
と
し
て
七
月
一

日
か
ら
絵
入
り
十
円
は
が
き
二
種
類
を

発
売
し
ま
す
。
意
匠
は
料
額
印
面
（
は

が
き
の
切
手
に
あ
た
る
部
分
）
が
”
と

げ
ち
ょ
う
ち
ょ
う
う
お
”
で
裏
面
が
、

「
か
わ
せ
み
」
と
「
は
ぜ
」
の
二
種
類

で
す
。

早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

郵
政
職
員
募
集

国
家
公
務
員
初
級
職
員

人
事
院
関
東
事
務
局
は
昭
和
五
十
年
度

の
国
家
公
務
員
採
用
初
級
試
験
を
実
施

し
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
郵
政
職
員
の

募
集
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

郵
政
職
員
関
係
の
お
も
な
応
募
要
領
は

次
の
と
お
り
で
す
。

募
集
期
間
“
七
月
十
六
日
～
同
二
九
日

受
験
資
格
n
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日

か
ら
同
三
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員
“
郵
政
事
務
A
（
男
女
）

信
越
地
域
約
二
十
人
関
東
地
域
約
八
百

人郵
政
事
務
B
（
男
）
信
越
地
域
約
五
十

人
、
関
東
地
域
約
千
二
百
人

試
験
日
“
第
一
次
試
験
は
十
月
五
日
。

第
二
次
試
験
は
十
一
月
上
旬
か
ら
十
二

月
上
旬
を
予
定

試
験
地
n
信
越
管
内
で
八
会
場

合
格
発
表
H
十
二
月
上
旬
か
ら
下
旬

受
験
手
続
日
申
込
用
紙
は
人
事
院
関
東

事
務
局
（
〒
一
〇
〇
千
代
田
区
大
手
町

一
丁
目
三
i
三
大
手
町
合
同
庁
舎
三
号

館
）
又
は
お
近
く
の
郵
便
局
へ
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

給
与
（
初
任
給
）
樋
新
高
卒
で
信
越
地

域
七
万
七
千
円
程
度
、
関
東
地
域
八
万

五
千
円
程
度
。
そ
の
他
諸
手
当
が
つ
き

ま
す
。　

失
効
さ
せ
な
い
よ
う
に

町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
更
新
日
は

　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
九
日

　
九
月
一
六
日
　
一
〇
月
二
一
日

一
一
月
一
八
日

　
受
付
・
午
前
九
時
三
〇
分
か
ら

　
講
習
．
午
後
一
時
か
ら

（71



『
写
真
」

開
会
式
と

賑
』遥

懲．，

一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第11回県民スポーツの日松代大会

膿

れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
百
人
を
越
す
応

援
団
の
声
援
と
熱
戦
の
展

開
で
成
功
裡
に
終
る
。
再

び
松
代
中
学
校
に
集
合
し

て
閉
会
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
大
会
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

馨
ボ
雛
撚
ン
ズ
｝
が
優
勝

　
　
第
一
一
回
県
民
ス
ポ
ー
ッ

　
の
日
松
代
大
会
は
、
六
月
二

十
九
日
松
代
高
校
・
松
代
中

学
校
・
松
代
小
学
校
の
体
育

館
三
会
場
に
お
い
て
開
催
さ

　
れ
ま
し
た
。

　
　
大
会
は
、
午
前
九
時
松
代

中
学
校
で
、
本
大
会
会
長
代

，
理
町
助
役
の
あ
い
さ
つ
の
あ

　
と
町
議
会
議
長
代
読
の
県
知

事
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
選
手
宣
誓

　
な
ど
開
会
式
が
あ
り
、
そ
の

あ
と
三
会
場
に
分
散
進
行
さ

卓
球
（
於
・
松
代
中
学
校
）

　
○
男
子
の
部
　
参
加
一
三
チ
ー
ム

　
　
優
勝
　
松
代
高
校
卓
球
部

　
　
二
位
　
役
場
体
育
部

　
　
三
位
　
伊
沢

　
○
女
子
の
部
　
参
加
四
チ
ー
ム

　
　
優
勝
　
松
代
高
校
ク
イ
ー
ン
ズ

　
　
ニ
位
　
奴
奈
川
中
学
校

　
　
三
位
　
松
代
中
学
校
　
A

一
般
バ
レ
ー
ボ
！
ル
（
於
・
松
代
小
学
校
及

　
び
松
代
高
校
）
“
参
加
一
八
チ
ー
ム

　
　
優
勝
　
県
職
員

　
　
二
位
　
松
代
教
員

　
　
三
位
　
松
代
青
年
ク
ラ
ブ

　
　
三
位
　
千
年
青
年
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侶

　
毎
年
多
数
の
皆
様
か
ら
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
町
民
プ
ー
ル
を
、
今
年

も
7
月
5
日
か
ら
次
の
と
お
り
開
設
い

た
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
泳
い
で
下
さ
い
。

　
　
　
◎
時
間

　
　
　
　
第
一
号
（
松
代
）

　
　
　
　
第
二
号
（
室
野
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謬　　　　　　　　　　　　　　　　餐瞬　　　　　　　　　　　　　膨　　　　　　　　　薦難　　　　　　灘　　薇灘鐡．

一
回
目

二
回
目

三
回
目

第
三
号

一
回
目

二
回
目

三
回
目

9
時
　
～
　
n
時

12

時
　
～
　
14
時

14

時
30
分
～

　
　
　
1
6
時
30
分

（
蒲
生
）

10

時
　
～
　
1
2
時

12
時
3
0
分
～

　
　
　
2
時
3
0
分

3
時
30
分
～

　
　
　
5
時
30
分

れ
る
の
で
す
か
ら
、

け
な
い
よ
う
皆
ん
な
で
注
意
し
ま
し
よ

う
。第

1
号
（
松
代
）
プ
ー
ル
は

　
　
夜
も
開
設

ー
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
1

　
第
1
号
（
松
代
）
の
プ
ー
ル
は
次
の

期
間
、
夜
も
開
設
い
た
し
ま
す
。
み
ん

な
で
き
ま
り
を
守
り
楽
し
く
泳
い
で
く

だ
さ
い
。

◎
期
間
と
時
間

　
　
7
月
2
1
日
～
8
月
1
0
日

　
　
午
後
7
時
～
9
時

◎
き
ま
り

　
　
使
用
上
の
注
意
①
～
⑦
を
厳
守
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
　
酒
類
を
の
ん
だ
人
は
入
場
し
な
い

　
こ
と
。
ま
た
、
酒
類
や
危
険
物
は
持

　
込
ま
な
い
こ
と
。

　
　
時
間
を
守
る
こ
と
。

　
琳
◎
使
用
上
の
注
意

　
　
　
①
水
泳
前
に
必
ず
準
備
運

　
　
　
　
動
を
行
な
う
。

　
　
　
②
体
の
具
合
の
悪
い
人
は

　
　
　
　
水
に
入
ら
な
い
。

　
　
　
③
管
理
人
の
注
意
は
ぜ
っ

　
　
　
　
た
い
に
守
る
。

　
　
　
④
　
水
泳
帽
を
着
用
す
る
。

　
　
　
⑤
　
小
さ
な
子
供
に
は
必
ず

　
　
　
　
大
人
が
つ
い
て
く
る
。

し
　
　
⑥
　
プ
ー
ル
の
廻
り
で
遊
ば

　
　
　
　
な
い
。

⑦
プ
ー
ル
の
中
に
物
を
投
げ
入
れ

　
な
い
◎

町
民
プ
ー
ル
は
大
勢
の
人
が
利
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
他
人
に
迷
惑
を
か


